
　萩博物館 → 　～　本町（御成道）を西へ → 　広小路 → 　口羽家 → 　鍵曲 
→ 　旧萩藩校明倫館跡 → 　蔵田町 → 　三年橋筋を北へ → 本町 → 萩博物館

藩政期の武家地をめぐるトレイル
A B

R S X

K N OL　萩博物館 → 　～　 本町（御成道）を西へ →  　　横町 → 　後町 → 　猫町→ 　周布家長屋門 → 　繁沢家長屋門
→ 　益田家物見矢倉 → 　　 北の総門、土塁、外堀→ 　素水公園 → 　中の総門跡 → 　萩博物館隅矢倉
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藩政期の武家地をめぐるトレイル30分コース：  １ → ２ → ３ → ４ → 猫町 → 浜町沿いの長屋門 → 16 → 17 → 外堀 → １ 
藩政期の武家地を
巡るトレイル 60分コース：  １ → ２ → ３ → ４ → ５ → ６ → ７ → ８ → ９ → 10 → 11 → 12 → 13 → 1

90分コース：  １ ～ 13 → 14 → 15 → 浜町 → 浜町沿いの長屋門 →  ⑯ → ⑰  → 外堀 →  ①1514
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春日の馬場筋

花の江筋

四本松筋

慶長 9 年 (1604)
に築城された毛利
氏の居城です｡
五層の天守 (高さ約
20m) がそびえていましたが､
明治 7 年 (1874) に解体され
ました。萩城本丸の遺構とし
て､広大な石垣群と大きな内堀
が往時の姿を伝えています。

益田家は永代家老
を務め､禄高 1 万 2
千石の重臣でした。
建物は、北の総門
の近くに位置し、人の出入り
を見張る物見矢倉であったと
言われています。

城内に入る 3 つの門のうちの
1 つで、平成 16 年（2004）
に萩開府 400 年を記念して復
元されました。高さ 7m の格
式ある高麗門は、国内最大級の城門とい
われています。外堀は、初期には幅が 20
間でしたが、江戸中期に 8 間になりまし
た。また､外堀内側に築かれた土塁も部分
的に残っています。外堀を当時の姿へ復
元する保存整備が進められています。

萩城を築城した毛
利輝元の菩提寺「天
樹院」の跡です。
現在は、墓所のみ
が残されています。

福原家は永代家老
を務め、禄高 1 万
1 千 3 百石の重臣
でした。門は江戸
中期の建築で、武家屋敷には
珍しい全体的に派手な造り
で、県指定有形文化財です。

堀内地区に残る最
も長い土塀です。
この真っ白な漆喰
土塀が、堀内地区
全体の光景でした。古くから
住む人によると、夏には白壁
に日光が反射して、とてもま
ぶしかったそうです。

大組士 683 石
梨羽家の書院。
堀内地区に残る
数少ない武家屋
敷の本邸の一部で、19 世紀
に建築された貴重な建築物
で、県指定有形文化財です。

寄組士 2,243 石
児玉家の長屋門。
外壁がなまこ壁の
立派な造りで、旧
城下から外堀を渡って、この
長屋門に辿り着くと、三の丸
らしい重厚な造りに目を奪わ
れます。

城内と城下を隔て
る外堀上にかかる
片持ち梁構造の 18
世紀の石橋です｡橋
を渡ると城内に入る 3 つの門
のうちの 1 つ｢平安古の総門｣
があり､ここでは常に厳しい
監視が行われていました。

鍵曲とは、迷路の
ような鍵形に曲
がった見通しのき
かない街路です。
今も江戸時代にタイムスリップ
したかのような錯覚をおぼえま
す。大河ドラマなどのロケ地と
しても多く使われています。

寄組士 1,000 石の
口羽家は、堀内地
区において唯一の
武家屋敷の主屋が
残っており、子孫が現在も住
んでいます。表門は江戸中期
の建築で、屋敷全体が国指定
重要文化財です。

江戸時代、北
側に延びる
「広小路」は
もっと道幅が
広く､このあたりが元の道
幅でした。明治以降､畑地
の拡張で道幅が狭められ
ました。

厚狭毛利家は一門
三席､禄高 8,371
石の重臣でした。
長屋は、現存する
武家屋敷では一番大きく、
長さが 51.5m あります。

三の丸に広がって
いた重臣たちの武
家屋敷を参考に設
計された博物館｡
堀内地区のまち歩きを始める
前に､まず萩博物館で堀内地
区の情報を集めましょう｡

江戸時代、外堀の
内側には馬場が広
がり、家臣たちの
乗馬や武術の訓練
などが行われていました。

生け垣の裏をのぞ
いてみてください。
そこにはひっそり
と藩政期の古い土
塀が残っています。
この土塀は、当時の御成道の
道幅を今に伝えています。

本町は、藩主の御
成道でした。1 万
石前後の武家屋敷
が道の両側に建ち
並び、その基礎石垣には加工
の難しい大きな花崗岩が主に
使われています。かつては現
在の約 2 倍の道幅でしたが、
広すぎる道を桑畑に変更して
今の道幅に狭まりました。当
時の道幅を基礎石の違い等か
ら判断することができます。
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萩博物館1

大馬場筋2

藩政期の土塀

3 本町（御成道）

問田益田家旧宅土塀5 旧梨羽家書院6 旧児玉家長屋門7 平安橋8 堀内の鍵曲9 口羽家住宅10 広小路の三本桜11 旧福原家萩屋敷門12

北の総門と外堀17

旧益田家物見矢倉16

萩城跡15

天樹院墓所13

旧厚狭毛利家萩屋敷長屋14

くち　  ば ひろ   こう　じ

萩城跡の石垣

萩八景遊覧船乗り場

萩城跡 菊ヶ浜海水浴場

萩博物館

市立萩西中学校

県立萩高等学校

萩高校
グラウンド

常磐島
春日神社

萩セミナー
ハウス

北門屋敷

萩焼の宿  千春楽
宵待ちの宿
萩一輪菊ヶ浜駐車場

萩博物館
前駐車場

リゾートホテル
美萩

天樹院墓所

狭間（銃眼）土塀

梨羽家茶室

志都岐山神社

国司親相
旧宅石碑

旧毛利家
別邸表門（移築）

旧二宮家
長屋門

旧萩藩校
明倫館跡

旧祖式家
長屋

藩政期の
道幅を示
す基礎石

素水公園

旧福原家書院

中の総門跡

平安古の総門跡

花江茶亭

天守閣跡

繁沢家
長屋門

旧周布家
長屋門

津村家
番屋

萩博の敷地は
大野毛利家の
屋敷でした。
武家屋敷にな
らい、隅矢倉
や長屋門など
が復元されて
います。

鍵曲

まち歩きスタート！！
: 所用時間 2 時間
: 所用時間 1 時間

【中村芳生さん完全監修マップ】

このマップは、元萩観光ボラ
ンティアガイドの会会長の中
村芳生さん完全監修の堀内ま
ち歩きマップです。芳生さん
から教えて頂いた堀内地区の
見どころスポットを　　で示
しています！

まち歩きの目安
: 所用時間 2 時間
: 所用時間 1 時間

ガイドと歩く気分で楽しめる！

このマップは、元萩観光ボラ
ンティアガイドの会会長の中
村芳生さんと一緒に歩いてつ
くったマップです。芳生さん
から教えて頂いた堀内地区の
見どころスポットを　　で示
しています！
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萩ユースホステル

: 休息ＯＫ

: トイレ

: 駐車場

: まぁーるバス停留所

: レンタサイクル

: ホテル・宿泊施設
＊名前の書き出しの方向が
その屋敷の表にあたります。
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　かつて堀内地区は、萩城三の丸として萩藩の重臣た
ちが居住した屋敷地が広がっていました。1 千石以上
の武士が 7 割を占め、1 万石前後の武士が御成道沿い
に屋敷を構えていました。
　三の丸へは、3 つの総門（北の総門・中の総門・
平安古の総門）からでしか入城することができず、
厳しい監視が行われていました。
　藩内には彼らの給領地があり、それぞ
れの場所に本居も構えてい
ました。

堀内に居を構えた萩藩の重臣たち

支藩及び宰判別地図（萩博物館提供）

夏みかんの栽培
と土塀の荒廃

単一石材の
基礎石と土塀

庭石等の転用
による石積み
塀の出現

明
治
以
降

江
戸
時
代

橙籠の車 ( 萩博物館提供）, 昭和 18 年（1943）4 月 , 角川政治撮影

　藩政期、各屋敷の周囲は花崗岩か安山岩（笠山石）
かの単一石材で組まれた基礎石垣の上に、土塀や長屋
が築かれていました。明治以降も、夏みかんを風害か
ら守るためにこの土塀は残されました。
　次第に朽ちていった土塀は、屋敷内の不用な石や笠
山からの採石などで修理され、2 種類の石材が混合し
た石積み塀が見られるようになりました。
　また、夏みかん畑に転用するにあたって、既存の屋
敷の門口では幅が広すぎたために、この石積み塀で埋
められました。

石積み塀  －堀内散策、注目ポイント－

　幕末の激動期、13 代藩主毛利敬親の山口移鎮により
重臣たちは山口へ移りました。さらにその後の明治維
新による幕藩体制の崩壊によって広大な武家屋敷を維
持することが困難となりました。家主を失った武家屋
敷は除々に解体、または荒廃し、消失していきます。
　しかし旧萩藩士小幡高政の奨励により、荒廃した屋
敷内での夏みかんの栽培が行われるようになりました。
この夏みかん栽培は昭和 30 年頃までの間大変活況を
呈したために、広大な都市空間を近代化に伴う開発の
波から防ぐことができたのです。

明治維新と武家屋敷の解体

江戸時代

明治以降
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　萩城三の丸＝堀内地区は、藩主毛利一門、そして永
代家老・寄組等の上級武士が居住した広大な武家屋敷
跡です。
　幕末、明治維新の激動の時代を経て屋敷そのものは
消滅してしましたが、その都市区画はほとんど変わっ
ていません。この広大な武家屋敷跡の遺構の上に近代
の人々の住みこなしによって醸成された、多様な時代
の変遷が見てとれる町並みは日本でも大変珍しく、昭
和 51 年、堀内地区は、国の重要伝統的建造物群保存
地区に選定されました。

堀内サテライトについて

萩まちじゅう博物館｜堀内サテライト

　萩まちじゅう博物館は、萩博物館を拠点に、まちじゅ
うに広がる豊かな歴史や文化、自然の遺産を展示物と
とらえる、屋根のない広い博物館です。そして、それ
らの遺産を保存・活用し、次世代に伝えていこうとす
るまちづくりの取り組みでもあります。
　萩まちじゅう博物館には、エリアやテーマでまとま
りをもった、いくつかのサテライト（地域博物館）が
あります。このマップでは、その 1 つ、「堀内サテラ
イト：萩城－本丸・二の丸・三の丸」をご紹介します。
　また、出発点となる萩博物館では、エントランスホー
ルの「まちなみウォークスルー」や常設展示で、堀内
地区の歴史や江戸時代の様子を学ぶことができます。

萩城下絵図（幕末期の絵図を基に NPO 萩まちじゅう博物館が作成）

堀内の鍵曲

N

：サテライト

浜崎町並み交流館
サテライト拠点施設

萩博物館
コア博物館
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な
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影
〜
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建
地
区
〜

毛利筑前一門二席
宍戸孫四郎一門主席

毛利伊予一門四席

毛利隠岐一門六席

毛利能登一門三席

毛利主水一門五席

益田越中永代家老
福原近江永代家老

－
吉川監物

支藩
支藩

 ( 安政 2 年の分限帳より作成） 

－
－
－支藩

長府屋敷支藩 長府

岩国
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家臣の階級  ( 萩博物館提供） 
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